
高崎に設置されたＣＴＢＴ放射性核種探知観測所における放射性核種探知状況 

（ＣＴＢＴ国際データ・センター（ＩＤＣ）によるデータの修正のお知らせ） 

 

 

当センターのホームページにＣＴＢＴ高崎観測所による３月１９日、２７日

及び２９日時点のものとして公表されました放射性核種探知データの内、３月

１５日から１６日（日本時間）にかけて採取された大気サンプルの測定結果を

示した観測データに関して、「ヨウ素（Ｉ）１３５が異常な高濃度の測定値

（370,000ｍＢｑ／ｍ3）を示しているが、この測定値は果たして正確であるのか。」

等の複数の照会が５月第一週に同センターに寄せられました。 

 

これらの照会を受けて、同センターは早速、日本政府経由でウィーンのＣＴ

ＢＴ準備委員会技術事務局の国際データ・センター（ＩＤＣ）に事実関係を照

会しましたが、この度、ＩＤＣより、３月１５日から１６日の測定結果のうち、

Ｉ―１３５及びプロメチウム（Ｐｍ）１５１は、同日に発生した高崎観測所の

一定時間の電源喪失等による検知システムの誤認であり、これらの放射性核種

は実際には検知されていないとの回答がありました。 

 

従いまして、当センターから公表致しました３月１９日、２７日及び２９日

時点のデータをご参照いただく場合には、上記のとおり、３月１５日から１６

日の測定結果のうち、Ｉ―１３５及びＰｍ―１５１については誤認の扱いとし

てご利用いただきますようお願い申し上げます。 

 

なお、ＣＴＢＴ準備委員会技術事務局に対しては、日本政府より、過去に報

告されたデータも含め、今後、誤認が判明した場合には、直ちに報告するよう

依頼しており、このような報告があった場合には、速やかに当センターのホー

ムページで周知させて頂きます。 

（以上） 

 


